【関東信越税理士会新潟支部長賞】
国民と税を繋ぐお仕事『税理士さん』
　　　　　　 

新潟市立新潟柳都中学校　
　　３年　小林　一花 
私には親戚にとても賢い税理士さんがいます。最初は税に関わっている税理士さんの仕事は難しく、東大や難関大学に行っている人しかなれないという偏見を持っていました。また、私は税理士さんについて曖昧な解釈だけでいるため、税理士さんについて自分なりに調べることにしてみました。
　税理士さんとは個人や企業の収入や経費に基づいて収めるべき税金を計算し、確定申告の作成や税務署への手続きを納税者の代わりに行う「税務の専門家」の人を示します。例えば、私の住んでいる新潟県では冬に多く降る雪の除雪作業のため税金が使われています。税理士さんはこのような社会の基盤を支える税金が正しく国や県に納められるようにしています。税金の種類は様々で法律も複雑な上頻繁に法改正が行われるため、自分で適切な申請や申告を行うことが難しい納税義務者に代わり、専門知識を持つ税理士さんが手続きを代行します。毎年二月から三月に行われる所得税の確定申告では、納税義務者に代わって税務署への提出書類を作成します。
　また、税理士さんは法人を対象に法人税や消費税などに関するアドバイスも行います。効果的な税財対策や税務リスクの回避策などについて的確な助言を行い、企業が健全で効率的な経営を行えるようにサポートします。普段は税務に関わらない一般人の社会人は所得税の確定申告で税務処理を求められます。そのため、確定申告が近づくと各所で税理士さんによる税務相談会などが開かれ、所得の具体的な算出方法や贈与に関する税について様々な相談に応じて適切に指導しています。
　ここまでの業務内容は税理士さんにしか認められない３つの独占業務について調べたものです。３つの独占業務とは、税務書類の作成、税務代理、税務相談のことです。独占業務以外にも税理士さんのお仕事はあり、経営者は事業再生、事業継承、組織再編など会社を取り巻くあらゆる変化について常に頭を働かせなくてはいけません。そんな時に経営者は税理士さんに税務面の的確なアドバイスを期待しています。そんな経営者には資金の調達や資金繰りの相談を税理士さんが企業の顧問税理士となり、経営面での見直しや売り上げ上昇に向けた取り組みを提案したり、アドバイスなどをしたりしています。
　これらのことを調べ、理解した私は、税理士さんは税を納めるときのお手伝いさんという立場でいろんな人を助けていることが分かりました。また、親戚の税理士さんはこの仕事を「楽しいよ。いろんな人の話を聞けるから新鮮で。」と言っていて、私も調べていて楽しそう。と思いました。この作文を書くにあたって税理士さんについてたくさん調べたおかげで自分の視野が広がり、私たち国民と税金をつなげる税理士さんの仕事をよく理解することができました。私も将来、社会に貢献できるような職業に挑戦してみたいです。
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